
第
一
章
 
日
本
の
美
と
叙
景
 
 

日
本
人
は
古
来
今
日
に
い
た
る
ま
で
一
貫
し
て
風
景
を
詩
歌
に
歌
い
、
絵
画
に
措
き
続
け
て
き
た
。
音
楽
す
ら
し
ば
し
ば
風
景
を
 
 

奏
で
て
き
た
。
古
来
と
は
曖
昧
な
表
現
で
あ
り
、
い
つ
頃
か
ら
か
と
問
わ
れ
る
な
ら
、
む
ろ
ん
そ
れ
自
体
大
問
題
だ
が
、
美
意
識
の
 
 

覚
醒
と
と
も
に
と
も
、
あ
る
い
は
美
意
識
覚
醒
以
前
か
ら
と
も
、
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
具
体
的
に
言
っ
て
、
最
も
古
く
見
 
 

る
な
ら
、
美
意
識
覚
醒
以
前
の
古
代
歌
謡
な
い
し
初
期
万
葉
の
時
代
か
ら
と
見
る
こ
と
も
決
し
て
不
可
能
で
な
く
、
確
か
に
古
代
歌
 
 

謡
に
風
景
は
ふ
ん
だ
ん
に
謡
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
慎
重
を
期
し
て
そ
の
下
限
を
求
め
、
日
本
民
族
固
有
の
美
 
 

意
識
覚
醒
の
時
代
と
し
て
、
古
今
集
時
代
す
な
わ
ち
九
世
紀
中
葉
以
来
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
う
見
る
と
し
て
も
、
す
で
に
 
 

一
千
年
以
上
も
日
本
人
は
風
景
を
歌
い
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
あ
い
だ
で
名
歌
と
し
て
久
し
く
歌
い
継
が
れ
て
き
た
歌
も
、
た
い
て
い
叙
景
歌
で
あ
り
、
 
 

（
1
）
 
 

絵
画
の
名
品
も
風
景
画
で
あ
る
。
仏
画
や
神
道
画
に
す
ら
風
景
画
が
少
な
く
な
い
。
以
下
に
記
憶
に
の
こ
る
名
歌
名
品
を
列
挙
し
て
 
 

み
よ
う
。
叙
景
歌
に
つ
い
て
は
景
の
ほ
か
に
モ
チ
ー
フ
お
よ
び
主
題
を
併
記
し
て
お
く
。
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叙
景
歌
の
名
歌
 
 

［
海
 
 
景
］
 
 

「
天
謝
る
都
の
長
道
ゆ
恋
ひ
来
れ
ば
明
石
の
門
よ
り
大
和
島
見
ゆ
」
 
（
万
葉
巻
三
・
人
麻
呂
）
 
 

［
主
題
］
 
郷
愁
（
呪
詞
）
。
 
 

言
チ
ー
ヱ
 
島
。
 
 

「
わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
日
さ
し
今
夜
の
月
夜
さ
や
け
か
り
こ
そ
」
 
（
万
葉
巻
一
・
中
大
兄
）
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
夕
日
。
 
 

［
主
題
】
視
覚
像
（
呪
詞
一
。
 
 

「
何
処
に
か
船
泊
す
ら
む
安
礼
の
崎
漕
ぎ
廻
み
行
き
し
棚
無
し
小
舟
」
 
（
万
葉
巻
一
・
黒
人
）
 
 

［
モ
チ
一
三
舟
（
写
像
）
。
 
［
主
題
〕
航
海
安
全
の
祈
念
か
 
（
呪
詞
）
。
 
 

「
若
の
浦
に
潮
溝
ち
く
れ
ば
潟
を
無
み
葦
辺
を
さ
し
て
鶴
鳴
き
渡
る
」
 
（
万
葉
巻
六
・
赤
人
）
 
 

［
主
題
］
聴
覚
視
覚
像
。
 
 

【
モ
チ
ー
フ
］
 
鶴
群
舞
。
 
 

「
住
江
の
松
を
秋
風
吹
く
か
ら
に
声
う
ち
そ
ふ
る
沖
つ
白
波
」
 
（
古
今
巻
七
・
凡
河
内
窮
恒
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
聴
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
白
波
。
 
 

「
夕
月
夜
潮
満
ち
来
ら
し
難
波
江
の
葦
の
若
葉
を
越
ゆ
る
白
波
」
 
（
新
古
今
巻
一
・
藤
原
秀
能
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
聴
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
白
波
。
 
 

「
箱
根
路
を
わ
れ
越
え
来
れ
ば
伊
豆
の
海
や
沖
の
小
島
に
波
の
よ
る
み
ゆ
」
 
（
源
実
朝
）
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
白
波
。
 
 

【
主
題
］
視
覚
像
。
 
 

［
湖
沼
ノ
景
］
 
 

「
淡
海
の
海
夕
波
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば
情
も
し
の
に
古
思
ほ
ゆ
」
（
万
葉
巻
三
・
人
麻
呂
）
 
 

［
モ
チ
ー
ヱ
千
鳥
。
 
 

［
主
題
山
聴
覚
魚
（
呪
詞
）
。
 
 
 



瀧 内 槙 雄  

［
川
 
／
 
景
］
 
 

1
1
 
「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
更
け
ゆ
け
ば
久
木
生
ふ
る
清
き
川
原
に
千
鳥
し
ば
鳴
く
」
 
（
万
葉
巻
六
・
赤
人
）
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
千
鳥
（
夜
景
）
。
［
主
題
］
 
聴
覚
像
。
 
 

1
2
 
「
ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
き
か
ず
龍
田
川
韓
紅
に
水
く
く
る
と
は
」
 
（
古
今
巻
五
・
業
平
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
 
（
色
彩
）
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
紅
葉
ウ
 
 

1
3
 
「
降
り
積
み
し
高
嶺
の
み
雪
解
け
に
け
り
清
滝
川
の
水
の
白
波
」
 
（
新
古
今
巻
一
・
西
行
）
 
 

〔
主
題
j
 
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
ヱ
 
白
波
。
 
 

1
4
 
「
見
わ
た
せ
ば
山
も
と
か
す
む
水
無
瀬
川
夕
べ
は
秋
と
な
に
思
ひ
け
ん
」
 
（
新
古
今
巻
一
・
後
鳥
羽
院
）
 
 

〔
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
蛋
。
 
 

1
5
 
「
最
上
川
逆
白
波
の
た
つ
ま
で
に
ふ
ぷ
く
ゆ
ふ
べ
と
な
り
に
け
る
か
も
」
 
（
斎
藤
茂
吉
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
聴
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
白
波
。
 
 

1
6
 
「
千
年
の
杉
み
な
濡
れ
て
落
つ
る
滝
か
が
や
く
水
は
こ
ず
え
に
高
し
」
 
（
上
田
三
四
二
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
聴
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
滝
。
 
 

［
山
 
 
景
］
 
 

1
7
 
「
大
和
は
国
の
真
秀
ろ
ば
 
畳
な
づ
く
青
垣
 
山
籠
れ
る
大
和
し
う
る
は
し
」
 
（
古
事
記
）
 
 
 

9
 
「
水
の
面
に
綾
織
り
乱
る
春
雨
や
山
の
録
を
な
べ
て
染
む
ら
ん
」
 
（
新
古
今
巻
一
・
伊
勢
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
 
（
色
彩
）
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
春
雨
。
 
 

1
0
 
「
花
さ
そ
ふ
比
良
の
山
風
吹
き
に
け
り
漕
ぎ
ゆ
く
舟
の
跡
見
ゆ
る
ま
で
」
 
（
新
古
今
巻
二
・
宮
内
卿
）
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
落
花
。
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
 
（
色
彩
）
。
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t
主
題
］
 
視
覚
像
（
呪
詞
）
。
 
 

t
モ
チ
ー
フ
］
 
山
。
 
 

柑
 
「
田
子
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
美
白
に
そ
嘗
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
け
る
」
 
（
万
葉
巻
三
・
赤
人
）
 
 

［
主
題
］
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
富
士
。
 
 

1
9
 
「
梓
弓
春
の
山
べ
を
越
え
来
れ
ば
進
も
さ
り
あ
え
ず
花
ぞ
散
り
け
る
」
 
（
古
今
巻
二
・
貫
之
）
 
 

〔
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
ヱ
落
花
。
 
 

2
0
 
「
秋
は
き
ぬ
紅
葉
は
宿
に
ふ
り
し
き
ぬ
道
ふ
み
わ
け
て
と
ふ
人
は
な
し
」
 
（
古
今
巻
五
・
読
人
し
ら
ず
）
 
 

［
主
題
］
視
覚
像
（
色
彩
）
ゥ
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
紅
葉
。
 
 

2
1
 
「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
」
 
（
新
古
今
巻
四
・
西
行
）
 
 

［
主
題
］
聴
覚
視
覚
僚
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
鳥
。
 
 

2
2
 
「
春
か
ぜ
の
花
の
吹
雪
に
う
づ
も
れ
て
行
き
も
や
ら
れ
ぬ
志
賀
の
山
み
ち
」
 
（
西
行
・
山
家
集
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
落
花
。
 
 

2
3
 
「
さ
び
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り
真
木
立
つ
山
の
秋
の
夕
暮
」
 
（
新
古
今
巻
四
・
寂
蓮
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
（
超
感
覚
的
）
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
林
。
 
 

2
4
 
「
富
士
ひ
と
つ
埋
み
の
こ
し
て
若
葉
か
な
」
 
（
蕪
村
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
 
（
色
彩
）
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
新
線
。
 
 

2
5
 
「
さ
び
し
さ
に
耐
え
つ
つ
わ
れ
の
来
し
ゆ
え
に
満
山
明
る
こ
の
花
吹
雪
」
（
上
田
三
四
二
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
落
花
。
 
 

［
落
花
ノ
景
］
 
 

2
6
 
「
ひ
さ
か
た
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
静
心
な
く
花
の
散
る
ら
む
」
 
（
古
今
巻
二
・
紀
友
則
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
落
花
。
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2
7
 
「
や
ど
り
し
て
春
の
山
べ
に
寝
た
る
夜
は
夢
の
う
ち
に
も
花
ぞ
散
り
け
る
」
 
（
古
今
巻
二
・
貫
之
）
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
落
花
（
写
像
）
 
［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 

兆
 
「
駒
並
め
て
い
ざ
見
に
ゆ
か
む
故
里
は
雪
と
の
み
こ
そ
花
は
散
る
ら
め
」
 
（
古
今
巻
二
・
読
人
し
ら
ず
）
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
落
花
。
 
 

［
主
意
］
 
視
覚
像
。
 
 

2
9
 
「
い
も
や
す
く
寝
ら
れ
ぎ
り
け
り
春
の
夜
は
花
の
散
る
の
み
夢
に
見
え
つ
つ
」
 
（
新
古
今
巻
二
・
凡
河
内
窮
恒
）
 
 

［
モ
チ
ー
ヱ
 
落
花
（
写
像
）
 
［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 

3
0
 
「
ち
る
花
の
か
ず
か
ぎ
り
な
し
こ
と
ご
と
く
光
を
ひ
き
て
谷
に
ゆ
く
か
も
」
 
へ
上
田
三
四
二
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
落
花
ウ
 
 

［
花
 
／
 
景
］
 
 

3
1
 
「
秋
萩
の
咲
き
散
る
野
べ
の
夕
霞
に
濡
れ
つ
つ
釆
ま
せ
夜
は
更
け
ぬ
と
も
」
 
（
新
吉
今
巻
四
・
人
丸
）
 
 

［
モ
チ
ー
ヱ
 
萩
。
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
、
恋
。
 
 

3
2
 
「
見
渡
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
都
ぞ
春
の
鈴
な
り
け
る
」
 
（
古
今
巻
一
・
素
性
法
師
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
（
色
彩
）
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
桜
、
柳
。
 
 

3
3
 
「
君
な
ら
で
誰
に
か
見
せ
む
梅
の
花
色
を
も
香
を
も
し
る
人
ぞ
し
る
」
 
（
古
今
巻
一
・
友
則
）
 
 

言
チ
ー
フ
］
 
梅
。
 
 

【
主
題
］
 
恋
。
 
 

3
4
 
「
願
は
く
は
花
の
も
と
に
て
春
死
な
ん
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
こ
ろ
」
 
（
西
行
・
山
家
集
）
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
桜
。
 
 

【
主
題
］
 
抒
情
。
 
 

お
 
「
夕
光
の
な
か
に
ま
ぶ
し
く
光
み
ち
て
し
だ
れ
桜
は
輝
を
垂
る
」
 
（
佐
藤
佐
太
郎
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
桜
。
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［
雪
 
 
景
］
 
 

那
 
「
君
が
た
め
春
の
野
に
い
で
て
若
菜
つ
む
わ
が
表
手
に
雪
は
降
り
つ
つ
」
 
（
古
今
巻
一
・
仁
和
帝
）
 
 

［
主
題
］
視
覚
像
（
色
彩
）
。
 
 

言
チ
ー
フ
］
 
雪
。
 
 

3
7
 
「
白
雪
の
降
り
し
く
時
は
み
よ
し
の
の
山
下
か
ぜ
に
花
ぞ
散
り
け
る
」
 
（
古
今
巻
七
・
貫
之
）
 
 

【
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
ヱ
 
雪
。
 
 

3
る
 
「
山
深
み
春
と
も
知
ら
ぬ
松
の
戸
に
た
え
だ
え
か
か
る
雪
の
玉
水
」
 
（
新
古
今
巻
丁
式
子
内
親
王
）
 
 

［
主
題
］
視
覚
象
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
水
。
 
 

3
9
 
「
駒
と
め
て
袖
う
ち
は
ら
ふ
陰
も
な
し
佐
野
の
わ
た
り
の
雪
の
夕
暮
」
 
（
薪
古
今
巻
六
・
定
家
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
雪
。
 
 

［
垂
 
ノ
 
景
］
 
 

4
0
 
「
白
雲
に
羽
う
ち
か
わ
し
飛
ぶ
雁
の
か
ず
さ
へ
見
ゆ
る
秋
の
夜
の
月
」
 
（
古
今
巻
四
・
読
人
知
ら
ず
）
 
 

【
主
題
］
 
視
覚
傑
。
 
 

言
チ
ー
ヱ
雁
。
 
 

4
1
 
「
ま
た
や
見
ん
交
野
の
み
野
の
桜
狩
り
花
の
雪
散
る
春
の
曙
」
（
新
古
今
巻
二
・
俊
成
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
落
花
。
 
 

4
2
 
「
大
空
は
梅
の
に
ほ
ひ
に
か
す
み
つ
つ
曇
り
も
果
て
ぬ
春
の
夜
の
月
」
 
（
新
古
今
巻
一
・
定
家
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
月
ウ
 
 

4
3
 
「
春
の
夜
の
夢
の
浮
橋
と
だ
え
し
て
降
に
別
る
る
横
雲
の
空
」
（
新
古
今
巻
一
・
定
家
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
雲
。
 
 

4
4
 
「
花
の
色
に
あ
ま
ぎ
る
霞
立
ち
ま
よ
ひ
空
さ
へ
に
ほ
ふ
山
桜
か
な
」
 
（
新
古
今
巻
二
・
長
家
）
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
桜
。
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［
嗅
 
 
覚
］
 
 

4
7
 
「
ひ
と
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
に
に
ほ
ひ
け
る
」
 
（
古
今
巻
一
・
貫
之
）
 
 

［
主
題
］
嗅
覚
（
回
想
）
。
 
 

言
チ
ー
ヱ
梅
。
 
 

鳩
 
「
五
月
ま
つ
花
た
ち
ば
な
の
香
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
」
 
（
古
今
巻
三
・
読
人
知
ら
ず
）
 
 

［
主
題
】
 
嗅
覚
（
回
想
）
。
 
 

［
モ
チ
ー
ヱ
 
橘
。
 
 

4
9
 
「
風
通
ふ
寝
覚
め
の
袖
の
花
の
香
に
か
お
る
枕
の
春
の
夜
の
夢
」
 
（
新
古
今
巻
二
・
俊
成
女
）
 
 

［
主
題
］
 
嗅
覚
（
夢
・
回
想
）
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
桜
。
 
 

5
0
 
「
構
の
に
ほ
ふ
あ
た
り
の
う
た
た
寝
は
夢
も
昔
の
袖
の
香
ぞ
す
る
」
 
（
新
古
今
巻
三
・
俊
成
女
）
 
 

［
主
題
］
 
嗅
覚
（
回
想
）
ゥ
 
 

［
モ
チ
一
三
 
橘
。
 
 

5
1
 
「
か
へ
り
来
ぬ
む
か
し
を
今
と
お
も
ひ
寝
の
夢
の
枕
に
匂
ふ
た
ち
ば
な
」
 
（
新
古
今
巻
三
・
式
子
内
親
王
）
 
 

［
主
題
］
嗅
覚
（
回
想
）
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
橘
。
 
 

日
本
絵
画
名
品
 
 

海
 
景
…
…
「
浜
松
図
」
 
室
町
時
代
 
東
博
 
 

「
天
橋
立
図
」
 
雪
舟
筆
 
国
宝
 
京
博
 
 
 

4
5
 
「
雁
も
す
で
に
渡
ら
ず
天
の
原
か
ぎ
り
も
し
ら
に
雪
降
り
乱
る
」
 
（
斎
藤
茂
吉
）
 
 

［
主
題
］
視
覚
像
。
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
雪
。
 
 

4
6
 
「
東
大
寺
湯
屋
の
空
ゆ
く
落
花
か
な
」
 
（
宇
佐
美
魚
目
）
 
 

［
モ
チ
ー
フ
］
 
落
花
。
 
 

［
主
題
］
 
視
覚
像
。
 
 



東西の美意識  143  

「
山
水
図
」
 
伝
周
文
筆
 
重
文
 
大
和
文
筆
館
 
 

「
松
林
園
屏
風
」
 
長
谷
川
等
伯
筆
 
国
宝
 
東
博
 
 

「
三
保
松
原
因
」
 
伝
能
阿
弥
筆
 
重
文
 
兵
庫
・
顕
川
美
術
館
 
 

紅
葉
景
…
…
「
楓
図
」
 
長
谷
川
等
伯
筆
 
国
宝
 
智
積
院
 
 
 

花
 
景
・
…
＝
「
桜
図
襖
」
 
長
谷
川
久
蔵
筆
 
国
宝
 
 

「
紅
白
海
図
屏
風
」
 
尾
形
光
琳
筆
 
 
 

湖
沼
景
…
…
「
楼
閣
山
水
図
」
 
 

「
蓮
池
水
禽
図
」
 
 

川
 
景
…
：
「
宇
治
川
図
」
 
 

山
 
景
…
…
「
山
水
屏
風
」
 
 

「
那
智
滝
図
」
 
 

「
日
月
山
水
図
」
 
 

「
吉
野
山
図
」
 
 
 

「
藤
花
岡
屏
風
」
 
円
山
応
挙
筆
 
重
文
 
根
津
美
術
館
 
 

「
燕
子
花
図
」
 
尾
形
光
琳
筆
 
国
宝
 
敬
津
美
術
館
 
 

「
四
季
草
花
下
絵
古
今
集
和
歌
巻
」
 
俵
屋
宗
達
・
本
阿
弥
光
悦
筆
 
重
文
 
畠
山
記
念
館
 
 

「
花
下
達
楽
園
屏
風
」
 
狩
野
長
信
筆
 
国
宝
 
東
博
 
 

「
雪
松
図
屏
風
」
 
円
山
応
挙
 
国
宝
 
三
井
文
庫
 
 

「
四
季
山
水
図
」
 
相
阿
弥
筆
 
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
 
 

「
松
島
園
」
 
俵
屋
宗
達
筆
 
ア
メ
リ
カ
 
フ
リ
ー
ア
美
術
館
 
 

「
鶴
下
絵
和
歌
巻
」
 
俵
屋
宗
達
筆
 
重
文
 
京
博
 
 

海
北
友
松
筆
 
重
文
 
M
O
A
美
術
館
 
 
 

俵
屋
宗
達
筆
 
国
宝
 
京
博
 
 

出
光
美
術
館
 
 

国
宝
 
神
護
寺
 
 

国
宝
 
根
津
美
術
館
 
 
 

重
文
 
金
剛
寺
 
 

渡
辺
始
典
筆
 
 

智
積
院
 
 

国
宝
 
M
O
A
美
術
館
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「
観
横
国
」
 
狩
野
秀
頼
筆
 
国
宝
 
東
博
 
 

「
楓
楓
図
」
 
伝
俵
屋
宗
達
筆
 
山
稜
美
術
館
 
 
 

秋
草
景
‥
…
・
「
藤
袴
図
」
 
兵
庫
 
薮
本
家
 
 

「
蔦
細
道
図
屏
風
」
 
伝
俵
屋
宗
達
筆
 
重
文
 
兵
庫
・
富
野
家
 
 

「
秋
草
国
」
 
俵
畳
宗
雪
筆
 
重
文
 
東
博
 
 

「
秋
草
鶉
図
屏
風
」
 
酒
井
抱
一
筆
 
山
種
美
術
館
 
 

こ
こ
に
措
か
れ
た
世
界
は
、
海
景
、
湖
沼
の
景
色
、
川
の
景
色
、
山
景
、
落
花
の
景
色
、
花
の
景
色
、
雪
景
、
空
の
景
色
、
紅
葉
 
 

の
景
色
、
秋
草
の
景
色
な
ど
こ
と
ご
と
く
風
景
で
あ
っ
て
、
こ
の
世
界
に
は
生
動
す
る
人
間
は
絶
え
て
見
当
た
ら
な
い
。
と
き
と
し
 
 

て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
人
間
も
、
 
 

「
君
が
た
め
春
の
野
に
い
で
て
若
菜
つ
む
わ
が
衣
手
に
雪
は
降
り
つ
つ
」
 
 
 

「
春
の
園
紅
に
ほ
ふ
桃
の
花
下
風
る
道
に
い
で
立
つ
娘
子
」
 
 
 

「
駒
と
め
て
袖
う
ち
は
ら
ふ
陰
も
な
し
佐
野
の
わ
た
り
の
雪
の
夕
暮
」
 
 

の
如
く
に
、
完
全
に
風
景
の
一
点
景
と
化
し
て
い
る
。
 
 
 

し
か
も
風
景
を
歌
う
の
は
主
に
自
然
を
主
題
と
す
る
四
季
の
歌
ば
か
り
で
は
な
い
。
恋
の
歌
、
賀
の
歌
、
離
別
の
歌
、
哀
傷
の
歌
 
 

な
ど
本
来
人
事
や
人
間
の
感
情
を
主
題
と
す
る
歌
で
も
風
景
を
歌
う
の
で
あ
る
。
 
 

「
亀
の
尾
の
山
の
岩
限
を
と
め
て
落
つ
る
滝
の
白
玉
千
代
の
敷
か
も
」
 
（
古
今
集
巻
七
賀
歌
 
紀
惟
岳
）
 
 
 

「
春
く
れ
ば
宿
に
ま
ず
咲
く
梅
の
花
君
が
千
年
の
か
ざ
し
と
ぞ
見
る
」
 
（
古
今
集
巻
七
賀
歌
 
貫
之
）
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右
の
二
首
は
い
ず
れ
も
長
寿
の
祝
歌
で
あ
る
が
、
相
手
の
人
物
や
長
寿
そ
れ
自
体
を
直
接
描
写
し
な
い
で
、
一
つ
の
景
に
移
し
 
 

入
れ
て
形
象
化
し
て
い
る
。
一
方
は
滝
の
白
玉
に
、
他
方
は
梅
の
花
に
。
す
な
わ
ち
滝
の
白
玉
、
梅
の
花
は
長
寿
の
メ
タ
フ
ァ
ー
ヘ
 
 

高
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

「
簑
火
に
あ
ら
ぬ
わ
が
身
の
な
ぞ
か
く
も
涙
の
川
に
浮
き
て
燃
ゆ
ら
む
」
 
（
古
今
巻
十
一
恋
歌
読
人
知
ら
ず
）
 
 
 

「
し
る
べ
せ
よ
跡
な
き
波
に
漕
ぐ
舟
の
ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
八
重
の
潮
風
」
 
（
新
古
今
巻
十
一
恋
歌
 
式
子
内
親
王
）
 
 

こ
れ
ら
の
歌
で
は
、
恋
の
哀
歓
を
川
に
浮
く
黛
火
、
恋
の
不
安
を
跡
な
き
波
に
漕
ぐ
舟
と
い
う
景
に
置
換
し
、
 
 

「
す
が
る
鳴
く
秋
の
萩
原
朝
立
ち
て
旅
ゆ
く
人
を
い
つ
と
か
ま
た
む
」
 
（
古
今
巻
八
離
別
歌
 
読
人
知
ら
ず
）
 
 
 

「
深
草
の
野
辺
の
桜
し
心
あ
ら
ば
今
年
ば
か
り
は
墨
染
に
咲
け
」
 
（
古
今
巻
十
六
哀
傷
歌
上
野
琴
雄
）
 
 

で
は
、
別
離
の
悲
哀
を
す
が
る
鳴
く
萩
原
、
喪
の
哀
傷
を
墨
染
の
桜
と
い
う
景
に
置
換
し
て
形
象
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
 
 

の
景
は
い
ず
れ
も
人
事
、
感
情
の
叙
景
的
メ
タ
フ
7
－
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 
 

「
わ
が
恋
は
荒
磯
の
海
の
風
を
い
た
み
し
き
り
に
寄
す
る
波
の
間
も
な
し
」
 
（
新
古
今
巻
十
一
恋
歌
 
伊
勢
）
 
 
 

「
あ
し
ひ
き
の
山
下
水
の
木
隠
れ
て
た
ぎ
つ
心
を
堰
き
ぞ
か
ね
つ
る
」
 
（
古
今
巻
十
一
恋
歌
読
人
知
ら
ず
）
 
 

「
郭
公
な
く
や
五
月
の
あ
や
め
ぐ
さ
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
恋
も
す
る
か
な
」
 
（
古
今
巻
十
一
恋
歌
読
人
知
ら
ず
）
 
 

「
水
の
面
に
し
づ
く
花
の
色
さ
や
か
に
も
君
が
み
か
げ
の
思
ほ
ゆ
る
か
な
」
 
（
古
今
巻
十
六
哀
傷
歌
 
小
野
茎
）
 
 

「
春
日
野
の
雪
間
を
わ
け
て
お
ひ
い
で
く
る
革
の
は
つ
か
に
見
え
し
君
は
も
」
 
（
古
今
巻
十
一
恋
歌
読
人
し
ら
ず
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「
葦
辺
よ
り
雲
居
を
さ
し
て
ゆ
〈
雁
の
い
や
遠
ぎ
か
る
わ
が
身
か
な
し
も
」
 
（
古
今
巻
十
五
恋
歌
 
読
人
知
ら
ず
）
 
 

右
の
七
首
の
歌
の
傍
線
部
は
、
序
詞
と
呼
ば
れ
、
古
来
多
用
さ
れ
て
き
た
歌
の
修
辞
法
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
序
 
 

詞
は
枕
詞
に
似
て
歌
本
来
の
主
題
を
導
き
出
す
役
割
を
担
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
積
極
的
意
味
内
容
は
も
た
な
い
と
い
う
の
が
通
例
 
 

の
解
釈
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
皮
層
な
解
釈
で
あ
り
、
無
心
に
こ
れ
ら
の
歌
を
読
め
ば
、
序
詞
の
部
分
に
こ
そ
、
あ
る
い
は
序
詞
の
 
 

部
分
に
し
か
、
詩
的
世
界
が
構
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
序
詞
は
序
ど
こ
ろ
か
詩
の
精
髄
を
な
す
と
言
う
べ
き
だ
 
 

ろ
う
。
い
ま
歌
全
体
を
序
詞
と
主
題
部
に
二
分
す
る
と
、
主
題
部
は
人
事
や
感
情
の
叙
述
で
あ
る
。
右
の
歌
で
は
、
あ
や
め
も
し
ら
 
 

ぬ
恋
を
し
た
、
ち
ら
と
見
た
君
よ
、
君
の
み
影
が
さ
や
か
に
彷
彿
す
る
、
わ
き
た
つ
心
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
わ
が
恋
に
 
 

は
片
時
も
絶
え
間
が
な
い
、
あ
き
た
り
な
い
思
い
で
ひ
と
と
別
れ
て
し
ま
っ
た
、
ど
こ
か
遠
く
へ
行
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
わ
が
身
が
 
 

悲
し
い
、
と
い
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
自
体
は
と
る
に
足
ら
ぬ
平
凡
な
叙
述
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
を
異
次
元
の
世
界
に
移
し
入
れ
た
 
 

も
の
、
す
な
わ
ち
そ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
こ
そ
が
序
詞
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
問
題
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
は
、
 
 

こ
の
序
詞
が
、
右
に
見
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
叙
景
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
序
詞
の
本
質
も
 
 

叙
景
的
メ
タ
フ
7
－
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
日
本
の
伝
統
的
詩
歌
の
世
界
で
は
、
本
来
人
事
、
感
情
を
主
題
と
す
る
歌
で
あ
っ
て
も
、
人
事
、
感
情
を
直
叙
す
 
 

る
こ
と
を
回
避
し
、
そ
れ
を
景
に
置
換
な
い
し
移
入
し
、
風
景
と
し
て
歌
う
歌
が
圧
倒
的
に
多
い
。
古
今
集
と
新
古
今
集
を
調
査
し
 
 

た
と
こ
ろ
で
は
、
景
を
歌
い
こ
ん
で
い
な
い
無
景
の
歌
は
両
案
い
ず
れ
に
お
い
て
も
二
割
に
も
満
た
ず
、
風
景
を
歌
っ
て
い
る
歌
は
 
 

全
体
の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
及
ん
で
い
る
。
山
本
健
吉
氏
は
 
『
詩
の
自
覚
の
歴
史
』
 
で
 
「
日
本
の
詩
歌
ほ
ど
叙
景
に
執
着
し
た
 
 

詩
歌
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
中
国
の
持
と
並
ん
で
、
東
洋
の
詩
歌
の
特
色
と
言
っ
て
も
よ
い
。
万
葉
集
の
詩
歌
の
頂
点
は
、
 
 

お
そ
ら
く
叙
景
を
通
し
て
自
分
の
思
い
の
隠
微
な
る
も
の
を
表
現
す
る
術
を
発
見
し
た
人
麻
呂
、
黒
人
の
時
代
な
の
で
あ
る
。
そ
の
 
 

流
れ
は
今
日
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
、
短
歌
や
俳
句
と
い
う
短
詩
型
の
形
式
で
、
お
び
た
だ
し
い
量
の
叙
景
詩
を
制
作
し
て
い
る
。
人
 
1
3
 
 
 

「
結
ぷ
手
の
し
つ
く
に
に
ご
る
山
の
井
の
あ
か
で
も
人
に
別
れ
ぬ
る
か
な
」
 
（
古
今
巻
八
離
別
歌
 
貫
之
）
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（
2
）
 
 

麻
呂
、
黒
人
の
時
代
に
、
日
本
人
が
胸
に
育
て
た
自
然
観
は
、
い
ま
だ
に
私
た
ち
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
と
も
言
え
る
。
」
と
書
い
 
 

て
い
る
が
、
人
麻
呂
、
黒
人
が
叙
景
を
通
し
て
自
分
の
思
い
の
隠
徽
な
る
も
の
を
表
現
す
る
術
を
発
見
し
た
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
 
 

問
題
が
残
る
と
し
て
も
、
日
本
詩
歌
の
核
心
を
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
の
は
叙
景
の
伝
統
で
あ
る
と
い
う
氏
の
指
摘
は
疑
い
な
く
正
 
 

し
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
こ
の
伝
統
は
日
本
人
の
心
の
内
に
懐
胎
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
日
本
の
美
術
、
音
楽
を
含
 
 

め
て
、
そ
も
そ
も
日
本
人
の
美
意
識
の
核
心
に
貫
流
し
て
い
る
に
違
い
あ
る
ま
い
。
叙
景
と
は
本
来
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
を
表
示
す
る
概
 
 

念
で
あ
ろ
う
が
、
い
ま
こ
れ
を
一
般
化
し
、
文
芸
で
あ
れ
絵
画
で
あ
れ
音
楽
で
あ
れ
、
は
た
ま
た
た
ん
に
心
の
う
ち
に
於
て
で
あ
れ
、
 
 

風
景
を
美
的
に
捉
え
形
象
化
す
る
営
み
を
叙
景
と
呼
ぶ
な
ら
、
日
本
民
族
の
美
意
識
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
叙
景
的
美
意
識
で
あ
り
、
 
 

日
本
の
美
の
核
心
に
あ
る
の
は
叙
景
美
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
 
 

第
二
章
 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
風
景
 
 
 

一
方
、
西
洋
で
は
ど
う
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
は
風
景
と
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

こ
の
間
に
対
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
美
術
批
評
家
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
卿
の
『
風
景
画
諭
』
が
明
快
な
解
答
を
与
え
て
い
る
。
 
 
 

「
西
で
は
風
景
画
は
短
く
気
紛
れ
な
歴
史
し
か
も
た
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
の
最
も
偉
大
な
時
代
 
二
h
e
雫
e
a
t
e
S
（
呆
e
S
 
 

O
【
E
u
r
O
p
e
S
a
r
t
）
、
す
な
わ
ち
パ
ル
テ
ノ
ン
の
時
代
に
も
、
シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
時
代
に
も
、
風
景
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
 
 

存
在
す
る
べ
く
も
な
か
っ
た
。
ジ
オ
ッ
ト
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
［
に
と
っ
て
風
景
は
恥
知
ら
ず
な
も
の
 
二
m
p
雪
｛
i
n
e
n
c
e
）
 
だ
っ
た
。
 
 

偉
大
な
芸
術
家
が
風
景
画
を
そ
れ
自
体
の
た
め
に
取
り
上
げ
、
そ
の
規
則
を
体
系
化
す
る
の
を
試
み
る
の
は
、
や
っ
と
十
七
世
紀
に
 
 

於
て
で
あ
る
。
風
景
画
が
支
配
的
な
芸
術
と
な
り
、
風
景
画
自
身
の
新
し
い
美
学
を
創
造
し
た
の
は
、
や
っ
と
十
九
世
紀
に
入
っ
て
 
 

（
3
）
 
 

か
ら
で
あ
る
。
」
 
 
 

こ
の
指
摘
は
、
わ
れ
わ
れ
東
洋
人
に
と
っ
て
は
な
か
な
か
信
じ
に
く
い
こ
と
か
も
知
れ
ぬ
が
、
ク
ラ
ー
ク
卿
ほ
ど
の
碩
学
が
こ
れ
 
 

ほ
ど
明
快
に
断
定
し
て
い
る
以
上
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
信
じ
る
ほ
か
な
い
。
 
 
 

確
認
の
た
め
に
、
ま
ず
パ
ル
テ
ノ
ン
の
時
代
す
な
わ
ち
古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
一
通
り
見
て
ゆ
く
と
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
美
術
作
品
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に
風
景
が
措
か
れ
た
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
言
っ
て
い
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

で
は
彼
ら
は
美
術
作
品
に
何
を
描
い
た
の
か
。
周
知
の
よ
う
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
は
も
っ
ば
ら
人
体
像
を
壷
絵
に
描
き
大
理
石
に
 
 

刻
ん
だ
。
し
か
も
し
ば
し
ば
裸
体
像
を
。
も
ち
ろ
ん
言
う
ま
で
も
な
く
地
中
海
人
が
肉
体
そ
の
も
の
に
猟
奇
的
興
味
を
懐
い
て
い
た
 
 

か
ら
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
紀
元
前
六
世
紀
に
は
女
性
裸
体
像
は
一
点
も
な
く
、
五
世
紀
に
も
な
お
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
 
 

も
知
ら
れ
よ
う
。
ギ
リ
シ
ア
盛
期
で
は
裸
体
像
は
青
年
像
に
限
ら
れ
、
少
女
像
は
着
衣
で
あ
る
の
が
大
原
則
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ギ
 
 

リ
シ
ア
人
の
措
く
人
体
は
、
現
実
の
わ
れ
わ
れ
人
間
の
肉
体
に
し
て
は
あ
ま
り
に
も
均
整
が
と
れ
神
々
し
い
ば
か
り
に
美
し
い
こ
と
 
 

は
、
エ
ル
ギ
ン
・
マ
ー
ブ
ル
の
『
三
女
神
像
』
、
エ
レ
ク
テ
ィ
オ
ン
神
殿
の
 
『
乙
女
の
露
台
』
、
『
ク
ニ
ド
ス
の
デ
メ
テ
ル
』
、
『
サ
モ
 
 

ト
ラ
ケ
の
l
l
ケ
』
な
ど
一
目
で
も
見
る
な
ら
、
誰
し
も
等
し
く
実
感
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
ギ
リ
シ
ア
の
人
体
像
は
、
 
 

実
は
人
間
の
像
と
い
う
よ
り
、
本
来
、
神
々
や
英
雄
の
像
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
す
な
わ
ち
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
聖
な
る
も
の
、
 
 

神
的
な
も
の
を
、
理
想
的
な
人
体
像
を
通
じ
て
表
現
し
ょ
う
と
し
た
と
言
え
よ
う
。
ち
ょ
う
ど
中
国
人
が
山
水
と
し
て
表
現
し
た
よ
 
 

う
に
。
だ
が
そ
れ
を
山
水
で
は
な
く
、
花
鳥
で
も
な
く
、
ま
さ
し
く
人
体
像
と
し
て
表
現
し
た
と
い
う
点
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
芸
 
 

術
形
式
の
独
自
性
が
あ
り
、
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
二
三
m
a
n
象
亡
e
S
の
理
想
に
燃
え
る
舌
代
ギ
リ
シ
ア
の
人
間
主
義
を
明
確
に
認
識
 
 

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

な
お
一
言
付
言
し
て
お
く
べ
き
は
、
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
目
は
人
間
美
に
の
み
向
け
ら
れ
、
自
然
美
 
 

に
対
し
て
は
盲
目
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
あ
の
よ
う
に
美
し
い
海
景
に
取
り
淵
ま
れ
、
あ
の
よ
う
に
美
し
い
人
間
像
を
創
 
 

造
し
た
彼
ら
が
、
こ
と
風
景
美
に
の
み
無
感
覚
だ
っ
た
と
は
信
じ
が
た
い
。
彼
ら
が
自
然
美
に
盲
目
で
な
か
っ
た
証
拠
と
し
て
、
古
 
 

代
ギ
リ
シ
ア
の
文
芸
作
品
に
は
風
景
描
写
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
極
め
て
僅
か
な
が
ら
も
風
景
表
現
が
み
ら
れ
る
と
い
 
 

う
事
実
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
 
 
 

こ
の
間
題
に
関
連
し
て
リ
ル
ケ
は
、
 
 
 

「
古
代
の
絵
画
に
つ
い
て
は
ほ
ど
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
古
代
の
絵
画
は
、
後
世
の
画
家
が
風
景
を
見
る
よ
う
に
、
人
間
 
 

を
見
て
い
た
と
仮
定
し
て
も
言
い
過
ぎ
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
偉
大
な
描
写
芸
術
の
忘
れ
難
い
記
憶
た
る
蚕
絵
で
は
、
周
囲
（
家
 
4
5
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イ
ニ
シ
▲
▼
ル
 
 

屋
や
缶
路
）
は
た
だ
命
名
さ
れ
、
い
わ
ば
簡
略
化
さ
れ
頭
文
字
で
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
裸
の
人
間
は
一
切
で
あ
っ
て
、
さ
な
 
4
6
 
 

が
ら
果
実
や
果
実
の
冠
を
い
た
だ
く
樹
木
、
花
咲
く
繁
み
、
小
鳥
の
歌
う
春
の
よ
う
で
あ
る
。
当
時
は
人
体
は
、
大
地
の
よ
う
に
耕
 
 

さ
れ
、
収
穫
の
た
め
の
よ
う
に
世
話
を
さ
れ
、
よ
い
地
所
を
所
有
す
る
よ
う
に
所
有
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
眺
め
ら
れ
る
も
の
、
 
 

美
し
い
も
の
で
あ
り
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
列
を
な
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
、
神
々
や
動
物
、
生
命
の
あ
ら
ゆ
る
意
味
が
映
し
出
さ
れ
る
 
 

（
l
）
 
 

画
像
で
あ
っ
た
。
」
 
 
 

と
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

リ
ル
ケ
が
詩
的
に
表
現
し
た
こ
と
を
敢
え
て
散
文
的
に
言
い
直
せ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
の
裸
体
像
は
さ
な
が
ら
風
景
そ
の
も
の
だ
。
古
 
 

代
ギ
リ
シ
ア
人
が
世
界
の
中
か
ら
読
み
と
っ
た
あ
ら
ゆ
る
意
味
、
し
た
が
っ
て
ま
た
自
然
美
も
、
す
べ
て
は
裸
体
像
の
う
ち
に
流
れ
 
 

込
み
、
裸
体
像
と
し
て
花
開
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
至
言
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
も
と
も
と
舌
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
宗
教
も
、
 
 

多
〈
の
古
代
宗
教
同
様
、
自
然
崇
拝
に
発
す
る
多
神
教
で
あ
っ
て
、
自
然
の
さ
ま
ざ
ま
の
要
素
や
人
間
界
の
仮
渡
的
現
象
に
神
格
を
 
 

賦
与
し
た
。
た
だ
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
の
特
異
性
は
、
こ
れ
ら
の
神
々
に
人
間
（
ア
ン
ト
ロ
ボ
）
 
の
形
（
モ
ル
7
ェ
ー
）
 
を
与
え
 
 

た
と
い
う
点
、
す
な
わ
ち
ア
ン
ト
ロ
ボ
モ
ル
ア
イ
ス
ム
に
あ
る
。
か
〈
し
て
宇
宙
（
ゼ
ウ
ス
）
太
陽
（
ヘ
リ
オ
ス
）
月
 
（
ア
ル
テ
ミ
 
 

ス
）
 
空
 
（
ウ
ラ
ノ
ス
）
 
地
 
（
デ
メ
テ
ル
）
海
（
オ
ケ
ア
ノ
ス
）
黄
泉
 
（
ハ
デ
ス
）
 
風
 
（
ア
イ
オ
ロ
ス
）
知
 
（
ア
テ
ナ
）
 
運
命
 
（
モ
イ
 
 

ラ
）
争
い
 
；
リ
ス
）
勝
利
 
ニ
ケ
）
復
讐
 
（
ネ
メ
ン
ス
）
富
 
（
プ
ル
ー
ト
ス
）
 
霊
魂
（
プ
シ
ケ
ー
）
愛
 
（
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
）
 
な
ど
 
 

み
な
人
間
の
形
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
自
然
に
対
し
て
盲
目
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
 
 

と
は
見
落
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
側
面
で
あ
る
。
し
か
し
さ
れ
ば
と
い
っ
て
、
こ
れ
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
叙
景
の
美
的
伝
統
 
 

が
な
か
っ
た
と
い
う
ク
ラ
ー
ク
の
指
摘
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
揺
る
が
す
論
拠
と
は
も
ち
ろ
ん
な
り
え
ず
、
む
し
ろ
古
代
ギ
リ
シ
ア
 
 

に
な
ぜ
叙
景
の
美
的
伝
統
が
育
た
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
要
因
を
示
嫁
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

つ
ぎ
に
ニ
■
t
h
e
讐
e
a
t
e
S
t
品
e
S
O
【
E
弓
○
せ
e
雪
a
T
t
。
の
第
二
の
時
代
た
る
シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
時
代
に
入
る
前
に
、
そ
の
間
の
時
 
 

代
で
あ
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
時
代
の
芸
術
を
一
瞥
し
て
お
く
と
、
こ
の
時
代
の
美
術
に
は
あ
る
程
度
の
風
景
描
写
の
展
開
が
み
 
 

ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
紀
元
七
九
年
の
ヴ
ュ
ス
ゲ
ィ
オ
山
の
噴
火
に
よ
り
土
中
深
く
埋
没
し
た
こ
と
に
よ
っ
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て
奇
跡
的
に
現
代
に
ま
で
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ポ
ン
ペ
イ
や
そ
の
他
の
ロ
ー
マ
都
市
遺
跡
の
ド
ム
ス
や
ヴ
ィ
ラ
の
壁
面
を
飾
 
 

っ
て
い
た
壁
画
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
る
。
代
表
的
作
例
と
し
て
は
ロ
ー
マ
の
エ
ス
ク
ィ
リ
ー
ノ
丘
出
土
『
オ
デ
ュ
セ
ウ
ス
』
連
作
 
 

（
図
1
）
、
ポ
ン
ペ
イ
郊
外
ス
タ
ビ
ア
出
土
『
花
を
摘
む
フ
ロ
ー
フ
』
（
図
2
）
、
ロ
ー
マ
近
郊
プ
リ
マ
・
ポ
ル
タ
出
土
リ
ヴ
ィ
ア
の
 
 

別
荘
の
『
庭
園
図
』
（
図
3
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
『
庭
園
図
』
は
青
い
垂
の
下
に
実
を
つ
け
た
オ
レ
ン
ジ
や
柘
稽
の
果
 
 

樹
、
松
、
椰
子
、
し
ゆ
ろ
な
ど
の
樹
木
、
芥
子
、
薔
薇
、
菊
な
ど
の
草
花
が
鬱
蒼
と
茂
り
、
カ
ケ
ス
、
ツ
グ
ミ
、
頬
白
、
ひ
ば
り
な
 
 

ど
の
小
鳥
が
飛
び
か
う
園
で
、
人
間
は
小
添
景
と
し
て
も
消
滅
し
完
全
な
風
景
画
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
人
物
の
い
な
い
風
景
 
 

画
は
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
西
洋
美
術
史
に
於
て
ほ
と
ん
ど
他
に
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
さ
き
の
ク
ラ
ー
ク
は
、
こ
れ
ら
の
 
 

（
5
）
 
 

壁
画
に
つ
い
て
は
、
装
飾
目
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ぬ
と
い
う
理
由
で
軽
視
し
て
い
る
。
そ
れ
が
正
し
い
扱
い
で
あ
る
か
ど
 
 

う
か
疑
わ
し
く
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
期
の
風
景
画
が
、
ク
ラ
ー
ク
の
言
葉
を
引
用
す
る
な
ら
西
洋
美
術
史
 
 

に
於
る
「
短
く
気
紛
れ
な
歴
史
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
や
が
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
中
心
が
地
中
海
沿
岸
か
ら
ア
ル
プ
 
 

ス
北
方
へ
と
移
動
す
る
と
と
も
に
、
後
代
の
印
象
派
に
一
脈
通
じ
る
風
景
画
の
芽
生
え
も
完
全
に
途
絶
え
る
。
 
 
 

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
世
界
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
期
の
絵
画
世
界
か
ら
ど
ん
な
に
決
定
的
に
変
貌
し
た
か
、
そ
れ
を
知
る
 
（
 

6
）
 
 

た
め
に
は
『
ユ
ト
レ
ヒ
ト
詩
篇
』
の
原
作
（
図
4
）
と
そ
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
模
本
（
図
5
）
と
を
比
較
し
て
み
る
に
し
く
は
な
い
。
 
 

司
ユ
ト
レ
ヒ
ト
詩
篇
』
（
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
図
書
館
蔵
）
は
ラ
ン
ス
画
派
に
よ
っ
て
八
三
〇
年
ご
ろ
制
作
さ
れ
た
旧
約
聖
書
詩
篇
の
 
 

羽
ベ
ン
素
描
写
本
挿
絵
だ
が
、
『
ウ
ィ
ー
ン
創
世
記
』
と
と
も
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
期
の
印
象
主
義
的
作
風
を
色
濃
く
と
ど
め
 
 

た
中
世
初
期
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
こ
こ
に
掲
げ
た
挿
絵
は
詩
篇
第
十
三
篇
「
主
よ
、
い
つ
ま
で
な
の
で
す
か
」
 
 

の
挿
絵
で
、
一
本
の
樹
木
の
根
元
に
腰
掛
け
た
ダ
ビ
デ
が
、
山
上
彼
方
の
天
の
主
に
向
か
っ
て
「
主
よ
、
い
つ
ま
で
み
顔
を
わ
た
し
 
 

に
隠
さ
れ
る
の
で
す
か
。
い
つ
ま
で
わ
た
し
は
魂
に
痛
み
を
負
い
、
ひ
ね
も
す
心
に
悲
し
み
を
い
だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。
」
 
 

と
呼
び
掛
け
て
い
る
情
景
を
描
い
て
い
る
。
模
太
の
方
は
中
世
盛
期
の
十
二
世
紀
中
葉
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
修
道
院
の
た
め
修
道
士
イ
 
 

ー
ド
ゥ
イ
ン
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
両
者
を
見
較
べ
れ
ば
、
そ
の
違
い
は
一
目
瞭
然
だ
ろ
う
。
模
本
か
ら
は
ま
ず
背
景
 
 

風
景
の
山
景
が
消
え
、
そ
の
代
わ
り
に
画
面
中
央
の
小
さ
な
山
の
指
標
に
置
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
人
物
、
植
物
、
事
物
か
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ら
影
が
失
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
奥
行
感
が
失
わ
れ
、
画
面
全
体
が
撮
め
て
平
面
的
に
な
っ
て
い
 
4
8
 
 

る
。
ま
た
ダ
ビ
デ
が
そ
の
木
陰
に
腰
を
下
ろ
し
て
い
る
樹
木
の
樹
菓
に
こ
と
の
ほ
か
顕
著
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
光
と
影
の
コ
 
 

ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
生
き
生
き
と
し
た
生
命
感
が
失
わ
れ
る
。
 
 

〔
7
）
 
 

（
8
）
 
 
 

同
じ
こ
と
は
、
『
セ
ン
ト
・
ア
ル
バ
ン
ス
詩
篇
集
挿
絵
・
オ
リ
ー
ブ
山
の
祈
り
』
『
黄
泉
に
下
る
キ
リ
ス
ト
』
『
オ
ッ
ト
ー
三
世
の
 
 

（
9
）
 
 

（
1
0
）
 
 

（
1
1
）
 
典
礼
用
福
音
書
‥
フ
ザ
ロ
の
復
活
』
『
ヒ
ト
ダ
の
福
音
書
∴
湖
上
の
嵐
』
『
キ
リ
ス
ト
の
洗
礼
』
な
ど
中
世
美
術
の
代
表
的
諸
作
品
に
 
 

於
て
確
認
で
き
る
。
最
初
の
『
オ
リ
ー
㌧
フ
山
の
祈
り
』
は
 
『
ル
カ
福
音
書
』
第
二
十
二
幸
三
九
節
～
四
六
節
の
描
写
で
あ
る
。
イ
エ
 
 

ス
は
捕
ら
え
ら
れ
十
字
架
に
架
け
ら
れ
る
前
に
、
三
人
の
弟
子
を
つ
れ
オ
り
ノ
ー
プ
山
に
登
り
、
弟
子
た
ち
に
は
誘
惑
に
陥
ら
な
い
よ
 
 

う
起
き
て
祈
れ
と
言
い
残
し
、
弟
子
た
ち
か
ら
石
を
投
げ
て
届
く
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
ま
で
登
り
、
ひ
と
り
神
に
祈
っ
た
。
イ
エ
 
 

ス
は
苦
し
み
悶
え
、
汗
が
血
の
し
た
た
り
の
よ
う
に
地
面
を
濡
ら
し
た
と
い
う
。
弟
子
た
ち
は
イ
エ
ス
の
言
葉
に
も
拘
ら
ず
眠
っ
て
 
 

し
ま
う
が
、
天
使
が
現
れ
て
イ
エ
ス
を
励
ま
し
た
と
い
う
周
知
の
物
語
だ
が
、
こ
の
悲
劇
的
な
状
況
の
挿
絵
と
し
て
は
い
か
に
も
明
 
 

る
く
楽
天
的
な
絵
だ
が
、
そ
れ
は
別
問
題
と
し
て
、
こ
の
画
像
の
作
者
は
オ
リ
ー
ブ
山
を
再
現
し
よ
う
と
い
う
意
志
は
ま
っ
た
く
も
 
 

っ
て
い
な
い
と
言
う
ほ
か
あ
る
ま
い
。
山
も
オ
リ
ー
ブ
の
樹
も
ま
る
で
舞
台
の
道
具
立
て
の
よ
う
に
、
読
み
取
ら
れ
る
べ
き
印
あ
る
 
 

い
は
指
標
と
し
て
た
ん
に
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
『
黄
泉
に
下
る
キ
リ
ス
ト
』
 
は
十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
 
 

か
け
て
南
イ
タ
リ
ア
で
発
達
し
た
エ
ク
ス
ル
テ
ト
と
呼
ば
れ
る
縦
巻
形
式
の
礼
拝
用
典
礼
書
の
ひ
と
こ
ま
で
あ
る
。
主
題
は
外
典
の
 
 

『
ニ
コ
デ
モ
福
音
書
』
 
に
基
づ
く
も
の
で
、
身
光
に
包
ま
れ
た
キ
リ
ス
ト
が
ア
ダ
ム
の
手
を
と
り
暗
黒
の
冥
府
か
ら
光
の
世
界
へ
引
 
 

き
上
げ
る
情
景
を
描
い
て
い
る
。
ア
ダ
ム
の
後
に
つ
き
従
う
の
は
エ
ヴ
7
だ
ろ
う
。
上
図
は
小
鳥
の
群
が
る
生
命
の
樹
と
い
う
指
標
 
 

に
よ
っ
て
天
国
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
画
像
か
ら
も
天
国
や
地
獄
の
光
景
を
再
現
し
ょ
う
と
い
う
意
志
は
ま
っ
た
く
読
み
と
れ
な
い
。
 
 

『
ラ
ザ
ロ
の
復
活
』
は
、
ボ
ー
デ
ン
湖
の
島
の
修
道
院
ラ
イ
ヒ
ェ
ナ
ウ
の
ス
ク
リ
プ
ト
リ
ウ
ム
が
制
作
し
た
中
世
写
本
画
の
傑
作
と
 
 

し
て
名
高
い
 
『
オ
ッ
ト
ー
三
世
の
典
礼
用
福
音
書
』
挿
絵
二
十
九
菓
の
う
ち
の
一
葉
で
、
『
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
』
第
十
一
章
一
節
～
四
 
 

四
節
の
描
写
で
あ
る
。
マ
ル
タ
と
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
弟
ラ
ザ
ロ
が
死
後
四
日
後
に
イ
エ
ス
の
呼
び
掛
け
に
よ
っ
て
生
き
返
り
、
 
 

白
布
で
包
ま
れ
た
姿
の
ま
ま
墓
穴
か
ら
出
て
く
る
と
こ
ろ
を
描
い
て
い
る
。
古
代
ユ
ダ
ヤ
の
埋
葬
慣
習
で
は
遺
体
は
立
っ
た
ま
ま
墓
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に
納
め
ら
れ
た
と
い
う
。
福
音
書
に
は
墓
は
「
洞
穴
で
あ
っ
て
、
石
が
は
め
て
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
後
に
ジ
ョ
ッ
ト
が
描
い
た
よ
う
 
 

に
岩
山
な
ど
を
え
ぐ
っ
た
洞
穴
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
周
囲
の
環
境
は
ま
っ
た
く
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
『
ヒ
ト
ダ
の
福
音
書
』
 
 

は
十
一
世
紀
初
頭
メ
ッ
シ
ュ
ー
デ
女
子
修
道
院
長
ヒ
ト
ダ
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
ケ
ル
ン
画
派
写
本
の
代
表
作
で
あ
る
。
そ
の
一
葉
 
 

『
湖
上
の
嵐
』
は
『
マ
タ
イ
福
音
書
』
第
八
草
二
三
節
～
二
七
節
の
描
写
だ
が
、
右
記
の
静
的
諸
作
品
と
比
べ
こ
の
作
品
は
動
的
躍
 
 

動
感
に
満
ち
色
彩
も
華
麗
で
近
代
的
印
象
が
濃
い
が
、
や
は
り
周
囲
の
湖
の
光
景
の
描
写
は
ま
っ
た
く
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

『
キ
リ
ス
ト
の
洗
礼
』
は
ピ
サ
大
聖
堂
門
扉
の
ブ
ロ
ン
ズ
製
浮
彫
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
洗
礼
は
キ
リ
ス
ト
伝
中
重
要
な
主
題
の
一
 
 

つ
で
あ
り
、
ヨ
ハ
ネ
以
外
の
福
音
書
家
は
い
ず
れ
も
こ
の
出
来
事
を
具
体
的
に
記
し
て
い
る
が
、
マ
ル
コ
福
音
書
に
よ
れ
ば
「
イ
エ
 
 

ス
は
ガ
リ
ラ
ヤ
の
ナ
ザ
レ
か
ら
出
て
き
て
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
で
ヨ
ハ
ネ
か
ら
バ
ブ
テ
ス
マ
を
お
受
け
に
な
っ
た
。
そ
し
て
水
の
中
か
ら
 
 

上
が
ら
れ
る
と
す
ぐ
、
天
が
裂
け
て
聖
霊
が
鳩
の
よ
う
に
自
分
に
下
っ
て
く
る
の
を
御
覧
に
な
っ
た
」
 
（
第
一
章
九
～
十
一
節
）
 
と
 
 

あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
浮
彫
り
で
は
驚
く
べ
き
こ
と
に
も
キ
リ
ス
ト
が
首
ま
で
つ
か
っ
て
洗
礼
を
受
け
た
ヨ
ル
ダ
ン
川
は
九
本
の
曲
 
 

線
が
刻
み
込
ま
れ
た
寝
袋
の
よ
う
な
物
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
を
後
の
例
え
ば
マ
ソ
リ
ー
ノ
の
 
 

『
キ
リ
ス
ト
の
洗
礼
』
な
ど
と
比
較
す
る
な
ら
、
両
者
の
あ
ま
り
の
隔
絶
に
わ
れ
わ
れ
は
圧
倒
さ
れ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
い
。
以
上
わ
 
 

れ
わ
れ
は
こ
こ
で
主
に
キ
リ
ス
ト
教
写
本
画
ば
か
り
取
り
上
げ
た
が
、
中
世
の
中
心
的
芸
術
が
キ
リ
ス
ト
教
芸
術
で
あ
る
こ
と
は
断
 
 

る
ま
で
も
な
い
と
し
て
、
中
世
絵
画
と
り
わ
け
中
世
中
期
ま
で
の
絵
画
を
代
表
す
る
の
は
聖
書
写
本
挿
絵
な
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
 
 

て
こ
の
扱
い
は
十
分
正
当
な
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
中
世
の
数
少
な
い
世
俗
芸
術
作
品
に
つ
い
て
も
み
て
み
よ
う
。
『
バ
イ
ユ
ー
の
 
 

タ
ピ
ス
リ
ー
』
は
／
ル
マ
ン
デ
ィ
公
ウ
イ
リ
ア
ム
の
イ
ギ
リ
ス
征
服
の
出
来
事
を
絵
巻
物
夙
に
描
写
し
た
現
存
部
分
だ
け
で
も
七
十
 
 

メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぷ
麻
布
地
の
一
大
刺
繍
絵
巻
で
あ
る
。
図
1
1
は
イ
ギ
リ
ス
上
陸
の
部
分
で
、
帆
柱
を
倒
し
、
馬
を
上
陸
さ
せ
、
舟
 
 

を
海
岸
に
引
上
げ
、
い
よ
い
よ
戦
闘
に
備
え
る
様
子
が
い
き
い
き
と
措
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
作
者
は
海
を
表
現
す
る
の
に
は
た
 
 

っ
た
二
本
の
曲
線
で
す
ま
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
風
景
は
言
う
に
及
ば
ず
、
周
囲
の
環
境
を
描
写
す
る
こ
と
に
作
者
が
 
 

ま
っ
た
く
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
が
こ
こ
に
も
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

右
に
見
た
七
つ
の
画
像
で
は
、
作
者
の
目
は
も
っ
ば
ら
人
物
や
事
物
す
な
わ
ち
も
の
だ
け
に
注
が
れ
て
い
て
、
も
の
を
取
り
囲
ん
 
4
。
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で
い
る
は
ず
の
環
境
や
風
景
、
こ
こ
で
は
オ
リ
ー
ヴ
山
、
楽
園
、
岩
山
、
湖
、
海
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
な
ど
の
景
色
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
 
 

に
は
目
も
く
れ
よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
見
た
通
り
で
あ
る
。
自
然
に
対
す
る
関
心
が
な
か
っ
た
か
ら
か
。
確
か
に
 
 

中
世
人
に
自
然
に
対
す
る
関
心
が
極
め
て
稀
薄
だ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
彼
ら
が
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
た
だ
に
自
 
 

然
だ
け
で
は
な
い
。
自
然
人
工
の
如
何
を
問
わ
ず
、
そ
も
そ
も
も
の
を
取
り
囲
ん
で
い
る
周
囲
U
m
g
e
b
u
n
g
に
対
し
て
ま
っ
た
く
無
 
 

関
心
な
の
で
あ
る
。
も
の
を
取
り
囲
ん
で
い
る
周
囲
、
あ
る
い
は
、
も
の
と
も
の
と
の
間
と
は
、
ま
さ
に
空
間
の
謂
に
他
な
ら
ず
、
 
 

空
間
表
現
に
対
し
て
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
関
心
を
示
さ
な
い
の
で
あ
る
。
古
代
の
絵
画
に
豊
か
な
風
景
描
写
の
展
開
が
あ
っ
 
 

た
と
は
言
え
ぬ
と
し
て
、
豊
か
な
絵
画
室
問
の
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
連
の
ポ
ン
ペ
イ
壁
画
や
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
 
 

ス
』
連
作
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
舌
代
絵
画
で
は
も
の
と
も
の
と
の
間
と
背
後
の
空
間
は
、
も
の
同
様
に
注
意
深
〈
観
察
さ
れ
 
 

描
写
さ
れ
て
い
る
。
空
間
の
描
写
に
と
っ
て
と
く
に
重
要
な
の
は
光
と
影
と
遠
近
法
の
絵
画
技
法
で
あ
ろ
う
が
、
と
く
に
図
（
1
）
 
 

で
示
し
た
『
オ
デ
ュ
セ
ウ
ス
』
な
ど
の
光
と
影
と
遠
近
津
の
絵
画
技
法
は
高
度
な
発
展
段
階
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
 
 

そ
れ
に
続
く
中
世
の
絵
画
か
ら
は
、
こ
の
空
間
表
現
の
た
め
の
絵
画
技
法
は
驚
く
ほ
ど
退
化
し
、
右
に
見
た
通
り
背
景
空
間
も
奥
行
 
 

空
間
も
消
え
、
人
物
や
事
物
は
影
す
ら
失
い
、
非
現
実
的
抽
象
空
間
に
浮
遊
す
る
か
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
中
世
芸
術
に
於
る
こ
 
 

の
非
空
間
化
の
傾
向
を
造
形
能
力
の
衰
退
と
み
る
の
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
れ
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
積
極
的
芸
術
 
 

意
思
の
表
現
と
捉
え
ね
ば
な
ら
ず
、
中
世
芸
術
は
現
実
空
間
の
絵
画
的
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
意
志
な
い
し
関
心
 
 

を
み
ず
か
ら
掬
擬
し
た
と
洞
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
空
間
の
失
わ
れ
た
世
界
に
叙
景
の
つ
け
入
る
余
地
な
ど
あ
り
 
 

え
ぬ
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
 
 

失
わ
れ
た
絵
画
空
間
が
漸
く
再
生
し
て
く
る
の
は
中
世
も
末
期
に
入
り
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
プ
ロ
ト
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
と
呼
ん
だ
 
 

一
三
〇
〇
年
前
後
の
イ
タ
リ
ア
に
於
て
で
あ
る
。
絵
画
空
間
再
生
の
記
念
碑
的
作
品
が
有
名
な
ア
ッ
シ
ジ
の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
 
 

コ
聖
堂
上
堂
大
壁
画
連
作
わ
け
て
も
二
十
八
の
場
面
か
ら
な
る
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
絵
伝
と
、
そ
の
わ
ず
か
数
年
後
に
描
か
れ
た
 
 

パ
ド
ヴ
7
の
ア
レ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
壁
画
連
作
で
あ
る
。
い
ま
後
者
か
ら
『
ラ
ザ
ロ
の
復
活
』
 
（
国
1
2
）
 
を
取
り
出
し
、
さ
き
に
見
た
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『
オ
ッ
ト
ー
三
世
の
典
礼
用
福
音
書
』
 
の
同
じ
主
題
の
『
ラ
ザ
ロ
の
復
活
』
と
較
ぺ
て
見
る
と
、
後
者
で
は
茶
褐
色
一
色
に
塗
り
潰
 
 

さ
れ
て
い
た
だ
け
の
バ
ッ
ク
に
、
青
い
空
と
教
太
の
樹
木
の
生
え
た
岩
山
が
出
現
し
て
い
る
。
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
上
堂
 
 

の
壁
画
か
ら
は
同
じ
く
ジ
オ
ッ
ト
の
作
品
『
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
泉
を
湧
か
し
て
渇
い
た
老
に
水
を
飲
ま
す
』
 
（
図
1
3
）
 
を
掲
げ
 
 

る
。
こ
の
画
像
で
も
濃
紺
の
空
と
七
本
の
樹
木
と
泉
の
流
れ
る
岩
山
が
、
一
層
大
き
く
措
か
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
一
四
世
紀
前
半
 
 

に
活
躍
し
た
シ
エ
ナ
派
の
画
家
た
ち
、
ド
オ
ツ
チ
ォ
の
『
キ
リ
ス
ト
の
エ
ル
サ
レ
ム
入
城
』
、
シ
モ
ー
ネ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
の
 
『
カ
 
 

ル
ヴ
ア
リ
オ
ヘ
の
道
』
、
ア
ン
プ
ロ
ー
ジ
ォ
・
ロ
レ
ン
ツ
ェ
ッ
テ
ィ
 
『
都
市
と
田
園
に
お
け
る
善
政
の
結
果
』
な
ど
の
作
品
を
見
れ
 
 

ば
、
一
匹
世
紀
初
案
の
イ
タ
リ
ア
絵
画
に
現
実
空
間
が
再
生
し
た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
は
っ
き
り
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
わ
 
 

れ
わ
れ
の
問
垣
で
あ
る
風
景
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
た
し
か
に
ジ
オ
ッ
ト
の
二
作
品
『
ラ
ザ
ロ
の
復
活
』
と
『
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
 
 

泉
を
湧
か
し
て
渇
い
た
老
に
水
を
飲
ま
す
』
 
に
は
、
山
の
描
写
は
あ
る
。
し
か
し
こ
の
貧
寒
た
る
山
の
描
写
を
わ
れ
わ
れ
、
少
な
く
 
 

と
も
わ
れ
わ
れ
東
洋
人
の
だ
れ
が
風
景
と
呼
ぶ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
確
か
に
た
ん
な
る
指
標
以
上
の
描
写
で
は
あ
ろ
う
が
、
指
標
と
 
 

風
景
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
と
問
わ
れ
る
な
ら
、
未
だ
指
標
の
範
疇
に
属
す
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
 
 
 

中
世
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
史
に
お
け
る
風
景
描
写
の
最
初
の
萌
芽
は
、
イ
タ
リ
ア
で
は
な
く
ア
ル
プ
ス
以
北
の
民
族
、
フ
ラ
 
 

ン
コ
・
フ
ラ
マ
ン
画
派
の
も
と
に
芽
生
え
た
と
思
わ
れ
る
。
フ
ラ
ン
コ
・
フ
ラ
マ
ン
画
派
と
は
、
一
三
八
〇
年
頃
か
ら
一
五
世
紀
初
 
 

頭
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
王
族
の
プ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
ー
公
、
ペ
リ
ー
公
、
ア
ン
ジ
ュ
公
の
宮
廷
に
招
か
れ
制
作
し
た
フ
ラ
ン
ド
ル
出
身
の
 
 

画
家
た
ち
を
指
す
。
風
景
描
写
と
し
て
重
要
な
の
は
王
侯
貴
族
の
た
め
に
彼
ら
が
制
作
し
た
時
肩
書
の
挿
絵
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
と
 
 

く
に
風
景
描
写
の
優
れ
た
作
品
と
し
て
、
ラ
ン
プ
ー
ル
兄
弟
作
『
ベ
リ
ー
公
の
い
と
も
豪
華
な
る
時
肩
書
』
 
の
月
暦
絵
、
二
月
（
図
 
 

1
4
）
、
六
月
（
図
1
5
）
、
十
月
（
図
1
6
）
 
お
よ
ぴ
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
出
身
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ケ
ー
ヌ
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
プ
シ
コ
一
元
 
 

帥
の
時
肩
書
』
か
ら
「
エ
ジ
プ
ト
逃
避
」
 
（
図
1
7
）
 
を
示
す
。
二
月
は
西
洋
美
術
史
に
現
れ
た
最
初
の
雪
景
色
で
あ
り
、
十
月
は
、
 
 

古
典
古
代
以
来
、
地
面
に
影
が
出
現
し
た
最
初
の
作
例
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
画
像
の
主
役
は
明
ら
か
に
人
物
 
 

か
ら
風
景
に
移
行
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
月
暦
絵
を
以
て
ロ
ー
マ
時
代
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
初
の
風
景
画
の
開
花
と
見
て
 
 

よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
風
景
画
家
た
ち
が
等
し
く
フ
ラ
ン
ン
ド
ル
出
身
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
近
世
風
景
画
の
発
生
を
考
え
る
上
で
 
5
1
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見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
性
を
も
つ
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
コ
・
フ
ラ
マ
ン
画
派
の
風
景
描
写
の
流
れ
の
中
か
ら
、
そ
の
 
 

最
高
の
成
果
と
し
て
花
開
い
た
の
が
、
こ
れ
ま
た
フ
ラ
ン
ド
ル
の
リ
ン
ベ
ル
ク
出
身
で
プ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
の
宮
廷
画
家
で
あ
っ
た
フ
 
 

ァ
ン
・
ア
イ
ク
の
精
緻
な
背
景
風
景
H
i
コ
t
e
r
雪
亡
已
【
a
n
d
s
c
訂
才
、
『
ヘ
ン
ト
祭
壇
画
』
や
『
二
コ
ラ
・
ロ
ラ
ン
の
聖
母
』
 
の
背
景
風
 
 

景
で
あ
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
の
影
響
の
も
と
に
イ
タ
リ
ア
で
も
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
は
多
数
の
背
景
風
 
 

景
が
措
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
代
表
的
作
例
と
し
て
は
ウ
ッ
チ
ェ
ル
ロ
 
『
サ
ン
・
ロ
マ
ー
ノ
の
戦
い
』
 
（
図
柑
）
、
ピ
エ
ロ
・
デ
 
 

ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
 
『
キ
リ
ス
ト
の
洗
礼
』
、
ゴ
ッ
ツ
ォ
リ
 
『
東
方
三
博
士
の
行
列
』
 
（
図
1
9
）
、
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
 
『
キ
リ
ス
ト
の
 
 

礫
刑
』
 
（
図
2
0
）
、
同
『
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
』
、
同
『
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
祈
り
』
 
（
団
2
1
）
、
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
 
『
牧
老
の
礼
拝
』
 
（
図
2
2
）
 
 

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

だ
が
わ
れ
わ
れ
東
洋
人
な
ら
誰
し
も
こ
の
風
景
は
異
様
だ
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
画
像
に
は
い
ず
れ
 
 

も
前
面
に
大
き
く
人
物
が
描
か
れ
て
い
て
、
そ
の
点
で
す
で
に
わ
れ
わ
れ
は
違
和
感
を
も
つ
に
違
い
な
い
が
、
い
ま
そ
の
点
は
度
外
 
 

視
し
、
背
景
風
景
だ
け
に
着
目
し
背
景
風
景
だ
け
を
風
景
と
し
て
見
た
場
合
に
も
、
こ
の
風
景
は
異
様
な
の
で
あ
る
。
何
故
だ
ろ
う
 
 

か
。
思
う
に
風
景
が
余
り
に
も
正
確
緻
密
に
措
か
れ
て
い
る
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
例
え
ば
ゴ
フ
ツ
ォ
リ
の
『
東
方
三
博
士
の
行
 
 

列
』
な
ど
そ
の
最
た
る
も
の
で
、
ご
つ
ご
つ
と
切
り
立
っ
た
く
さ
ん
の
岩
石
、
樹
木
、
飛
び
交
う
大
き
な
怪
鳥
の
よ
う
な
烏
、
逃
げ
 
 

る
鹿
、
追
う
狩
人
、
行
進
す
る
多
数
の
騎
士
、
遠
く
に
あ
る
城
館
な
ど
が
、
ま
る
で
望
遠
鏡
を
覗
い
た
よ
う
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
く
っ
 
 

き
り
と
正
確
に
措
か
れ
て
い
る
。
物
体
の
描
写
な
ら
、
ど
ん
な
に
正
確
に
描
か
れ
よ
う
と
正
確
過
ぎ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
 
 

か
し
風
景
は
違
う
よ
う
で
あ
る
。
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
レ
ン
ソ
ン
は
 
『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
イ
タ
リ
ア
の
画
家
た
ち
』
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
 
 

い
て
い
る
。
 
 
 

「
ヴ
ュ
ロ
ッ
キ
オ
は
、
少
な
く
と
も
フ
ィ
レ
ン
ツ
ユ
派
の
人
々
の
間
に
あ
っ
て
は
、
輪
郭
や
形
体
の
忠
実
な
再
現
の
み
が
風
景
画
 
 

で
は
な
く
、
ま
た
自
然
を
描
く
絵
画
が
人
体
を
描
く
絵
画
と
は
別
個
の
芸
術
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
た
最
初
の
人
で
あ
っ
 
 

た
。
彼
は
そ
の
差
異
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
光
と
大
気
が
互
い
に
ま
っ
た
 
 

く
異
な
っ
た
役
割
を
演
じ
て
お
り
、
そ
し
て
風
景
画
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
も
の
が
す
く
な
く
と
も
触
覚
価
値
と
同
様
の
重
要
性
を
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も
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
。
（
中
略
）
 
わ
れ
わ
れ
は
か
れ
の
『
聖
告
』
 
（
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
）
 
の
前
に
立
つ
と
き
、
彼
が
彼
以
後
 
 

に
は
も
う
一
人
の
ト
ス
カ
ー
ナ
人
だ
け
が
成
功
し
た
に
す
ぎ
な
い
ほ
ど
の
成
功
を
お
さ
め
た
こ
と
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
 
 

（
1
3
）
 
 

の
ト
ス
カ
ナ
人
こ
そ
彼
自
身
の
弟
子
レ
オ
ナ
ル
ド
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
」
 
 
 

す
ぐ
れ
た
背
景
風
景
を
も
つ
 
『
聖
告
』
と
『
キ
リ
ス
ト
の
洗
礼
』
は
ヴ
ェ
ロ
ッ
キ
オ
工
房
の
作
品
と
見
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
作
品
 
 

の
背
景
風
景
へ
の
ヴ
ュ
ロ
ッ
キ
オ
の
関
与
を
ま
っ
た
く
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
在
で
は
両
背
景
 
 

風
景
は
と
も
に
レ
オ
ナ
ル
ド
一
人
の
作
と
見
る
の
が
大
勢
で
あ
り
、
右
の
ヴ
ュ
ロ
ッ
キ
オ
に
対
す
る
高
い
評
価
は
レ
オ
ナ
ル
ド
の
天
 
 

才
に
の
み
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
評
価
で
あ
っ
て
、
レ
オ
ナ
ル
ド
こ
そ
、
輪
郭
や
形
体
の
忠
実
な
再
現
が
風
景
画
で
は
な
く
、
風
景
画
と
 
 

人
体
画
と
は
別
個
の
芸
術
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
、
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
実
際
レ
オ
ナ
ル
ド
の
背
景
風
 
 

景
は
別
格
で
あ
る
。
こ
と
に
 
『
モ
ナ
・
リ
ザ
』
 
（
図
2
3
）
 
や
『
聖
ア
ン
ナ
』
 
（
図
2
4
）
 
の
背
景
風
景
な
ど
に
い
た
っ
て
は
、
ま
る
で
中
 
 

国
山
水
画
の
よ
う
な
幽
遠
な
る
風
景
で
あ
っ
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
背
景
風
景
に
お
い
て
別
格
で
あ
る
ば
か
り
か
、
西
洋
美
術
史
上
に
 
 

お
い
て
別
格
だ
と
さ
え
思
い
た
く
な
る
ほ
ど
の
優
晶
で
あ
る
。
レ
オ
ナ
ル
ド
は
風
景
画
と
人
体
画
の
違
い
を
は
っ
き
り
自
覚
し
て
い
 
 

た
と
思
わ
れ
る
、
少
な
く
と
も
絵
画
技
法
の
上
で
は
。
彼
は
そ
の
手
記
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
 
 
 

「
遠
近
法
の
三
つ
の
性
質
に
つ
い
て
 
－
 
遠
近
法
の
三
つ
の
性
質
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
。
第
一
は
縮
小
の
理
法
に
関
す
 
 

る
も
の
で
、
限
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
対
象
を
縮
小
遠
近
法
と
い
う
。
第
二
の
性
質
は
眠
か
ら
遠
ぎ
か
っ
て
ゆ
く
色
彩
の
変
化
す
る
 
 

方
法
を
ば
意
味
す
る
。
第
三
に
し
て
最
後
の
も
の
は
い
か
に
対
象
が
遠
ぎ
か
れ
ば
遠
ざ
か
る
だ
け
ぼ
や
け
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
う
証
 
 

明
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
名
称
は
、
線
遠
近
法
、
色
彩
遠
近
法
、
消
失
遠
近
法
と
で
も
言
お
う
か
。
［
A
s
F
－
」
0
0
r
］
 
 
 

空
気
遠
近
法
に
つ
い
て
 
ー
 
こ
の
ほ
か
に
私
が
空
気
遠
近
法
と
称
す
る
も
う
一
種
の
遠
近
法
が
存
在
す
る
。
何
故
か
な
ら
ば
一
線
 
 

上
に
並
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
種
々
の
建
物
の
相
異
な
る
距
離
が
空
気
の
変
化
に
よ
っ
て
識
別
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
（
中
略
）
 
 
 

御
承
知
の
よ
う
に
、
［
密
度
の
］
 
等
し
い
空
気
の
中
で
は
、
た
と
え
ば
山
脈
の
よ
う
な
、
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
最
も
は
る
か
な
物
 
 

象
は
、
君
の
限
と
山
脈
と
の
間
に
介
在
す
る
大
量
の
空
気
の
た
め
に
、
青
く
見
え
、
日
が
出
る
と
き
に
は
ほ
と
ん
ど
空
気
と
同
じ
色
 
 

合
い
を
呈
す
る
。
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従
っ
て
君
は
壁
の
上
に
出
て
い
る
最
も
手
前
の
建
物
は
そ
の
ま
ま
の
色
で
描
き
、
そ
れ
よ
り
遠
く
に
あ
る
も
の
は
そ
れ
だ
け
輪
郭
 
5
1
 
 

は
は
っ
き
り
し
な
い
が
そ
れ
だ
け
青
く
措
く
、
そ
し
て
は
る
か
に
あ
る
よ
う
見
せ
た
い
も
の
は
そ
れ
に
比
例
し
て
青
色
を
濃
く
し
な
 
 

ー
‖
■
 
 

く
て
は
な
ら
な
∴
㌔
 
（
後
略
）
 
［
A
s
F
－
．
N
ぴ
ユ
」
 
 
 

線
遠
近
法
と
は
、
も
と
も
と
三
次
元
の
物
体
を
二
次
元
の
平
面
に
幾
何
学
的
に
精
確
に
投
影
す
る
方
法
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
も
物
 
 

体
そ
れ
自
体
の
形
体
を
捉
え
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
芸
術
家
た
ち
を
熱
狂
さ
せ
た
の
は
周
知
の
よ
う
 
 

に
練
達
近
法
で
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
遠
近
法
と
い
え
ば
線
遠
近
法
の
こ
と
で
あ
っ
て
彼
ら
の
眼
中
に
は
線
遠
近
法
し
か
な
か
っ
た
。
 
 

と
こ
ろ
が
レ
オ
ナ
ル
ド
は
そ
れ
以
外
に
色
彩
遠
近
法
、
消
失
遠
近
法
、
空
気
遠
近
法
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
 
 

の
遠
近
法
も
物
体
そ
の
も
の
、
な
い
し
物
体
そ
の
も
の
の
属
性
を
再
現
す
る
方
法
な
の
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
色
彩
 
 

遠
近
法
は
、
物
体
そ
の
も
の
の
固
有
色
で
は
な
く
、
固
有
色
が
脹
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
大
気
空
間
内
で
い
か
に
変
化
し
て
見
え
る
 
 

（
s
c
訂
5
．
e
n
）
 
か
を
捉
え
る
た
め
の
方
法
で
あ
り
、
消
失
遠
近
法
も
物
体
そ
の
も
の
の
固
有
の
形
体
で
は
な
く
、
固
有
の
形
体
が
 
 

脆
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
大
気
空
間
内
で
い
か
に
ぼ
や
け
て
見
え
る
か
を
捉
え
る
た
め
の
方
法
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
遠
 
 

近
法
は
物
体
そ
の
も
の
で
ほ
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
側
の
主
観
的
印
象
に
す
ぎ
な
い
光
覚
現
象
を
捉
え
る
た
め
の
遠
近
法
だ
と
言
え
よ
 
 

う
。
そ
し
て
、
レ
オ
ナ
ル
ド
は
手
記
の
な
か
で
そ
こ
ま
で
は
語
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
絶
遠
近
法
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
絵
 
 

画
の
技
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
色
彩
遠
近
法
、
消
失
遠
近
法
、
空
気
遠
近
法
こ
そ
新
し
い
絵
画
た
る
風
景
画
の
絵
画
技
法
で
あ
る
と
 
 

彼
が
考
え
て
い
た
こ
と
に
は
疑
念
の
余
地
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
背
景
風
景
が
異
様
だ
っ
た
の
は
物
体
を
捉
え
る
後
 
 

遺
近
法
的
感
覚
に
よ
っ
て
風
景
が
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
背
景
風
景
の
み
風
景
と
な
り
え
て
い
た
の
は
、
 
 

レ
オ
ナ
ル
ド
が
ひ
と
り
時
代
に
先
ん
じ
て
空
気
遠
近
法
の
存
在
を
洞
察
し
空
気
遠
近
法
に
基
づ
い
て
風
景
を
描
い
て
い
た
か
ら
に
違
 
 

い
な
い
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
叙
景
を
自
然
を
措
く
こ
と
と
い
う
よ
う
な
曖
昧
な
理
解
の
ま
ま
に
は
な
し
を
進
め
て
き
た
が
、
ル
ネ
サ
ン
 
 

ス
の
背
景
風
景
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
風
景
と
は
、
自
然
を
描
け
ば
風
景
に
な
り
人
工
を
描
け
ば
風
景
に
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
 
 

な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
改
め
て
風
景
と
は
何
か
を
問
い
直
す
な
ら
、
風
景
を
定
義
す
る
も
の
は
、
 
 
 



瀧 内 槙 雄  

対
象
の
自
然
人
工
の
如
何
を
問
わ
ず
、
対
象
に
対
す
る
一
定
の
見
方
 
（
視
覚
）
、
捉
え
方
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

先
ず
第
一
に
、
レ
オ
ナ
ル
ド
も
察
知
し
て
い
た
よ
う
に
、
風
景
は
対
象
を
物
体
と
し
て
は
捉
え
て
い
な
い
。
物
体
と
は
、
気
体
や
 
 

液
体
と
ち
が
い
、
三
次
元
の
形
体
を
も
ち
、
手
で
触
り
掴
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
風
景
の
中
に
見
え
る
 
 

諸
対
象
は
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
に
近
づ
い
て
い
っ
て
、
触
り
掴
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
物
で
あ
ろ
う
か
。
初
め
に
掲
げ
た
叙
景
歌
に
 
 

つ
い
て
こ
の
事
情
を
見
て
み
よ
う
。
 
 
 

第
1
歌
の
モ
チ
ー
フ
島
（
陸
地
の
意
味
）
 
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
十
分
大
き
な
手
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
確
か
に
こ
れ
を
触
 
 

り
掴
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
物
体
で
あ
る
。
し
か
し
明
石
海
峡
か
ら
海
上
彼
方
に
遠
望
さ
れ
る
大
和
島
は
現
実
に
あ
る
ま
ま
の
大
和
 
 

と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
別
物
で
あ
ろ
う
。
極
端
な
例
を
も
ち
だ
せ
ば
三
日
月
と
物
体
と
し
て
の
月
そ
の
も
の
が
違
う
の
と
同
じ
理
屈
 
 

で
あ
る
。
視
覚
像
は
つ
ね
に
一
つ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
し
て
し
か
与
え
ら
れ
よ
う
は
な
く
、
奥
行
も
裏
側
も
も
た
な
い
。
人
麻
呂
が
遠
 
 

望
し
た
大
和
島
は
多
分
レ
オ
ナ
ル
ド
の
い
う
青
味
を
帯
び
た
空
気
の
色
に
染
ま
っ
た
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し
て
 
（
す
な
わ
ち
非
物
体
と
し
 
 

て
）
空
中
に
浮
か
ん
で
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
視
覚
像
は
視
点
の
移
動
と
と
も
に
刻
々
と
姿
を
変
え
る
。
大
和
島
に
接
近
し
巨
人
 
 

の
手
で
こ
れ
を
物
体
と
し
て
掴
み
取
っ
て
し
ま
え
ば
、
こ
の
視
覚
像
は
た
ち
ま
ち
跡
形
も
な
〈
消
滅
し
て
し
ま
う
も
な
の
で
あ
る
。
 
 

ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
が
、
同
じ
く
山
を
遠
望
し
た
1
7
、
1
8
、
2
3
、
2
4
、
3
2
歌
に
つ
い
て
言
え
る
。
こ
の
六
首
の
ほ
か
に
対
象
が
可
欄
 
 

的
物
体
で
あ
る
歌
は
、
3
、
4
、
2
1
、
4
0
、
4
2
の
五
首
あ
る
が
、
こ
の
五
首
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
は
第
1
歌
に
つ
い
て
と
同
じ
こ
 
 

と
が
言
え
る
。
3
歌
は
広
い
海
原
の
中
に
遠
望
さ
れ
た
小
舟
、
4
歌
は
大
空
の
な
か
に
遠
望
さ
れ
た
鶴
群
舞
、
2
1
歌
は
沢
の
な
か
に
 
 

遠
望
さ
れ
た
鴫
、
4
0
歌
は
大
空
遥
か
に
遠
望
さ
れ
た
雁
、
4
2
歌
は
宇
宙
の
彼
方
に
遠
望
さ
れ
た
月
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
対
象
は
遠
 
 

望
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
次
元
的
物
体
性
を
喪
失
し
、
可
掴
的
物
体
と
し
て
で
は
な
く
二
次
元
的
視
覚
像
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
 
 

い
る
。
こ
の
ほ
か
の
歌
四
十
首
 
（
八
割
弱
）
 
は
み
な
対
象
そ
の
も
の
が
掴
み
と
る
こ
と
の
で
き
な
い
非
物
体
で
あ
る
。
聴
覚
（
8
、
 
 

1
1
）
 
嗅
覚
（
4
7
、
購
、
4
9
、
5
0
、
5
1
）
 
が
掴
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
一
本
一
本
の
花
、
一
枚
一
枚
 
 

の
紅
葉
、
一
片
一
片
の
雪
片
は
手
に
と
る
こ
と
は
で
き
よ
う
が
、
花
の
色
や
香
り
 
（
3
4
、
3
5
）
、
ふ
り
し
く
紅
葉
（
2
0
）
 
の
色
彩
、
 
 

乱
れ
降
る
雪
景
色
（
粥
、
叩
ぺ
3
調
、
伯
5
）
、
日
本
人
が
多
く
の
名
歌
を
残
し
た
落
花
（
1
9
、
鱒
∴
準
2
6
、
2
7
、
甲
2
？
3
弧
、
山
1
、
5
5
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4
6
）
 
は
手
に
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
と
は
水
の
歌
十
一
首
す
な
わ
ち
白
波
 
（
5
、
6
、
7
、
1
3
、
1
5
）
、
雨
 
（
9
）
 
水
面
 
（
1
0
、
 
 

1
2
）
雪
の
玉
水
（
謂
）
、
滝
 
（
1
6
）
、
露
（
3
1
）
 
と
、
大
気
空
間
の
光
覚
現
象
そ
の
も
の
を
歌
っ
た
歌
五
首
、
夕
R
H
 
（
2
）
、
雲
 
（
4
3
）
、
 
 

霞
み
（
1
4
、
4
4
）
、
光
（
3
5
）
 
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
掴
み
と
る
こ
と
の
で
き
な
い
非
物
体
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
風
景
を
見
る
目
と
は
い
か
な
る
目
で
あ
る
か
、
そ
の
視
覚
的
特
性
を
い
く
つ
か
指
摘
す
る
こ
と
が
で
 
 

き
よ
う
。
第
一
に
、
す
で
に
レ
オ
ナ
ル
ド
が
時
代
に
数
世
紀
先
ん
じ
て
は
っ
き
り
自
覚
し
て
い
た
通
り
、
風
景
は
大
気
空
間
の
う
ち
 
 

に
大
気
空
間
を
媒
体
と
し
て
対
象
を
捉
え
る
。
し
た
が
っ
て
刻
々
と
光
と
色
彩
を
変
じ
て
ゆ
く
大
気
空
間
は
風
景
に
と
っ
て
決
定
的
 
 

に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
だ
ろ
う
。
第
二
の
視
覚
的
特
性
と
し
て
、
風
景
の
主
題
そ
れ
自
体
が
し
ば
し
ば
空
、
曙
、
夕
暮
、
夕
 
 

日
、
光
、
雲
、
霞
、
霧
な
ど
大
気
空
間
の
た
ん
な
る
光
覚
現
象
や
、
白
波
、
湖
面
、
雨
、
霞
、
雪
な
ど
の
水
や
落
花
な
ど
掴
み
と
り
 
 

よ
う
の
な
い
非
物
体
、
す
な
わ
ち
仮
象
S
c
訂
i
ロ
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
三
に
ま
た
対
象
自
体
は
物
体
で
 
 

あ
る
場
合
で
も
、
石
に
や
や
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
風
景
を
見
る
目
は
つ
ね
に
可
掴
的
物
体
を
非
可
掴
的
な
視
覚
的
仮
象
に
解
体
 
 

し
て
捉
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
 
（
第
二
、
第
三
の
特
性
を
通
じ
て
結
局
風
景
の
対
象
は
仮
象
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
）
。
そ
の
た
め
に
 
 

は
対
象
と
観
者
と
の
間
に
相
応
の
距
離
を
保
つ
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
風
景
の
視
覚
は
第
四
に
原
理
的
に
遠
隔
視
で
あ
る
と
言
っ
て
 
 

よ
い
。
こ
れ
に
反
し
風
景
を
見
る
目
と
対
極
に
立
つ
も
う
一
つ
の
目
は
、
で
き
る
だ
け
対
象
に
接
近
し
 
（
近
接
視
）
、
個
々
の
物
体
 
 

そ
の
も
の
を
可
掴
的
可
触
的
に
捉
え
る
目
で
あ
っ
て
、
こ
の
目
の
志
向
す
る
価
値
は
、
先
に
ベ
レ
ン
ソ
ン
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
 
 

触
覚
価
値
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
風
景
の
目
が
志
向
す
る
価
値
は
光
覚
価
値
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
叙
景
を
め
ぐ
る
東
西
美
意
識
の
対
立
の
根
底
に
、
対
立
を
根
太
的
に
規
定
す
る
も
の
と
し
て
、
二
つ
の
 
 

視
覚
、
す
な
わ
ち
近
接
視
的
な
触
覚
的
視
覚
と
遠
隔
視
的
な
光
覚
的
視
覚
の
対
立
を
見
出
だ
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
い
う
視
覚
と
は
、
 
 

生
理
的
視
覚
の
意
味
で
は
な
く
、
世
界
を
美
的
芸
術
的
に
い
か
に
見
、
い
か
に
捉
え
る
か
と
い
う
芸
術
視
ぎ
n
s
t
－
e
r
i
s
c
訂
s
S
e
h
e
コ
 
 

の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
二
つ
の
視
覚
に
つ
い
て
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
前
半
に
か
け
て
ヒ
ル
 
 

デ
ブ
ラ
ン
ト
、
リ
ー
グ
ル
、
ヴ
ュ
ル
ア
リ
ン
、
ケ
レ
ン
、
パ
ノ
ア
ス
キ
ー
な
ど
ド
イ
ツ
の
美
学
着
実
術
史
家
た
ち
が
集
中
的
に
注
目
 
 

し
興
味
深
い
考
察
を
積
み
上
げ
て
き
て
い
る
。
つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
学
説
を
紹
介
し
な
が
ら
、
二
つ
の
芸
術
現
に
つ
い
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て
様
式
の
問
題
と
関
連
さ
せ
て
考
え
る
。
 
 

1413121110   9 8  
（
1
）
 
 

7 6 5 4 3 2  

（
未
完
）
 
 

注
 
 

仏
画
で
は
 
「
平
等
院
鳳
凰
堂
壁
扉
画
」
「
山
越
阿
弥
陀
図
」
 
（
京
都
 
禅
林
寺
）
、
神
道
画
で
は
「
那
智
滝
回
」
 
（
根
津
美
術
館
）
 
「
琴
弾
宮
縁
 
 

起
絵
」
 
（
香
川
 
観
音
寺
）
 
な
ど
。
 
 

山
本
健
吉
『
詩
の
自
覚
の
歴
史
』
 
（
昭
和
四
六
年
）
 
四
三
頁
。
 
 

舞
e
n
ヨ
わ
夢
C
【
a
r
紆
‥
L
a
n
d
s
c
葛
e
F
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O
a
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t
J
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n
d
O
P
忘
望
■
P
．
N
N
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R
a
i
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e
r
≡
a
r
㌻
R
i
－
k
e
‖
＜
○
コ
d
e
r
r
a
n
d
s
c
b
a
f
t
一
i
n
＝
P
r
O
給
】
0
0
ゆ
∽
忘
○
∽
一
S
．
∽
－
の
－
↓
．
 
 

K
．
C
－
a
r
k
．
a
．
a
．
〇
．
．
P
．
－
 
 

a
．
a
．
〇
．
P
」
．
 
 

『
セ
ン
ト
・
ア
ル
パ
ン
ス
詩
篇
集
挿
絵
・
オ
リ
ー
ブ
山
の
祈
り
』
 
（
図
6
）
一
一
二
五
年
頃
。
N
↓
あ
〉
【
0
0
ゝ
c
m
．
イ
ギ
リ
ス
、
セ
ン
ト
・
 
 

ア
ル
バ
ン
ス
修
道
院
旧
蔵
。
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
、
サ
ン
ク
ト
∵
コ
ー
デ
ハ
ル
ト
教
会
現
蔵
。
 
 

『
黄
泉
に
下
る
キ
リ
ス
ト
』
 
（
図
7
）
 
十
三
世
紀
前
半
。
画
巻
部
分
。
南
イ
タ
リ
ア
、
サ
レ
ル
ノ
大
聖
堂
図
書
館
。
 
 

『
オ
ッ
1
卜
1
－
三
世
の
典
礼
用
福
音
書
‥
ブ
ザ
ロ
の
復
活
』
 
（
囲
8
）
 
十
世
紀
末
。
ぃ
ぃ
．
－
×
N
デ
N
c
m
．
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
 
バ
イ
エ
ル
ン
国
立
 
 

図
書
館
。
 
 

『
ヒ
ト
ダ
の
福
音
書
・
湖
上
の
嵐
』
 
（
図
9
）
十
一
世
紀
初
棄
。
N
め
×
N
－
．
0
0
c
声
 
ヘ
ッ
セ
ン
州
立
図
書
館
。
 
 

『
キ
リ
ス
ト
の
洗
礼
』
 
（
囲
1
0
）
一
一
人
〇
年
頃
。
ピ
サ
大
聖
堂
東
門
扉
。
ブ
ロ
ン
ズ
浮
彫
。
 
 

『
バ
イ
ユ
ー
の
タ
ピ
ス
リ
ー
』
一
〇
八
〇
年
頃
。
バ
イ
ユ
ー
司
教
区
美
術
館
。
 
 

B
e
r
n
a
r
d
B
e
r
e
n
嬰
p
〇
‖
l
邑
訂
n
p
a
亘
e
r
s
O
ご
b
e
R
e
n
巴
拐
a
n
C
e
ト
O
n
d
O
n
」
誤
チ
P
．
の
い
 
 

『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ゲ
イ
ン
チ
の
手
記
』
杉
浦
明
平
訳
・
岩
波
文
庫
、
上
巻
二
二
五
～
六
頁
。
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図14  ンゾ′レ兄∫〒ユ『ベリー公のいと  

も豪華な時祷割二月 写本画  
シャンティイ コンデ美術館  

図12 ジオット『ラザt」ゾ）複「占』  
パドヴ7  

アレーナ礼拝萱壁画  

川15 同上 ノくり  

図13 ジオット  
「聖フランチェスコ、泉を湧して   
渇いた者に水を飲ます。」   
アッシジ   
サン・フランチェスコ聖堂上院   

図ほIl 十・月  
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